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メグロン著

　　ロマン主義とモード；その知られざる記録

　19世紀前半の西洋で一世をふうび（風靡）したロマン主義のモードにおける記録の書である。

著者メグロンはクレモン・フェラン大学の教授で本書扉頁の紹介によれば、先に「ロマン主義

時代の歴史小説、ウォルター・スコットの影響」、「フォントネルの人と作品とその影響」、「ロ

マン主義と風俗」などを著わしている。おそらく、文学に造詣の深い作家であろう。

　序文には、歴史的事象の存在した環境、風土へのテーヌ流の強い関心、つまり文学に始まっ

たロマン主義を取り巻いた人間生活の多岐に渡る分野での、ロマンティックな風潮全体への探

究心が明らかにされている。そして「ロマン主義の社会的影響に関する研究は、モードにおけ

るロマン主義の観察を抜きにしてはなし得ない」として、移ろいやすく、気まぐれで、著者の

言葉を借りるならば外見よりもはるかに困難なモードに関して、その経過を捉えることを本書

の目的としている。芸術作品内部にとどまらず、その芸術家や心酔者たちの生活態度にまでか

かわったこの時期のロマン主義の研究としては、必然的な姿勢と言えよう。

　内容は第1章・女性の服装、第2章・男性の服装、第3章・室内装飾と建築、第4章・ロマンティ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ックな優雅、第5章・ロマンティックな風潮、から成

っている。いずれもロマン主義を反映したと思わ

れるいくつかのフランスに現れた現象をとり挙げ、

同時代の小説、演劇、その他の文章の記録、及び

ファッション・プレートの観察によって、それぞ

れの発生と伝ぱの過程をつづっている。なかでも

女性のジゴ袖、帽子、男性のひげ、また喫煙、痛

飲の習慣に関して詳細である。挿入された24枚の

図版は、素描、版画、ファッション・プレートな

どからの複写である。

　図はバレリーナ、タリオー二嬢の肖像。「レ・シ

ルフィード」を踊った彼．女は、白く軽やかなくる

ぶし（課）の見える衣装の創始者としても知られ、

ロマン主義時代の象徴的存在だった。
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